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1. 緒 官
DoDG.F( 1927)(1)は子嚢薗に属するN倒 '01.ρoratet，as，ρermaにheterotha1lismの見られる事を
明かにし，遺伝学的な研究の対象として鮮細な研究を行った.同じく子褒菌で Ceratostomella，
Glomerella等に属するものでheterothal1icであるものが可成り知られている.一方Neurospora
属の或もの，その他種々の子裏面で homotha1icであるものも知られている. 小麦赤徹病菌
G必berellazeae (SoIL) P即日 (=G.品ゆineti(MO:lT.) SA胤〉の田xualityに関しては EmF.
(1935)<2)の研究がある.彼ぽ.単個子嚢胞子の単佃細胞から総計72箇の分離樗養を行い，各分
離培養に子嚢設及び子嚢胞子の形成を認めて，赤徽病菌が homothalJicであると結論した.
従って G.zeaeが homothallicであろうと云う事は想像されるととろであるが，その後未完
之を確認した報告が無いので頁に確認する需に実験を行った.
1.材料足ぴ実験方法
実験に用いた赤徹病菌の子嚢慣は次の4箇所からとっ1t.
(A) 当研究室保存婚養 2352号菌(徳島県長にて採取した菌株〉が蒸稲梓切片上に形成した
子嚢殻.
(B) IJ、愛品種保存圃場で成熟期の治そい HuronOttawa品種の穂に形成された子嚢殻.
(C) 研究所附近の野外に堆積してるる稲稗上に形成された子震設.
(0) 刈取後ガラス室内に置いてあった小麦〈品種不明)の種主に形成された子嚢殻.
以上 A， B， C 及びD から夫~ 24， 12 30， 58の単個子嚢胞子分離を行った.単冊子嚢胞
子の分離には衣の方法をとった.子重殺は予め殺菌水で数回洗い，表面消毒したスライド〆ラ
ス上K落した殺菌水滴中で押しつぶして子嚢胞子の懸濁液を作T，之を更に適度に稀釈してペ
トリlIIlに流した透明書寒天の表面f'C塗沫し，胞子が発芽するのを待つτ，農業及園芸13巻1号96
-106頁(1】の方法で単冊子嚢胞子を分離した各分離菌株は馬鈴薯寒天に斜面糟養Lみ.A， B， 
及び Cの各分離菌株と他の分離菌株との交維を行ったが，交雑せしめる分離糟養を同時に馬
鈴薯寒天f'C移し，両者の菌糸が充分に交錯するに至るまで矯養した.別に稲稗を長さ約 8cm.
内外に切り少量の水道水を入れた試験管に数本宛入れて高圧殺菌して置lt，之に上記単胞子分
離時養及び交雑培養を移植して 300C.の定温器中で約2週間精華し，tc.燕稲梓切片の表面に
十分菌糸が蔓延してから稲稗切片を取出し，少量の水道水を入オ~tc tal 恥akerに移して日
本紙でそのロを覆い，南側窓に近く日光の直射を受げない室内に置いて観察した.記録は tal
beakerに移した墾日から行った.回llbe北町中での子襲被形成の観察は昭和27年9月9日
.，9月初日の聞に行った.
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11.実験結果
単個子嚢胞子の分離培養を種kの組合せで交雑せ・しめて子寮殻が形成されるか否かを観察し
た第1表にその結果のー嚇を示す.表に示さなかったその他の組合せ交雑培養に於τも例外
なく子嚢殻，子嚢及び子寮胞子が形成された土は調査時に子嚢殻形成量の少かったもので，
+， *，・・・iH-は+の数に従い予震般形成量士曾加の程度を示す.
第 1表 或覗病菌単個子選胞子分離の交雑培養菌株の子選抜形成量
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備考 AI xBか-12，Bl XB4-12はトール・ピーカーに移して2日目， AlXClル一個， BI XAI-12， Bl XC2-1 
Cl XAI-T2， CI. X:&-12. Cl XC2-22fま3日目， Al XA2-21， Al XD21ー制.Bl X D21-<1ftは4日目の
開査.
‘蒸橋義切片をトール・ピーカーから試験管に移して約1週間後に子姦聖堂形成量がかなり増加して
いたもの.
究雑せしめない単佃子嚢胞子培養菌株を用いて，その子褒殻形成能の有無を調ペたが，その
結果を第2表に示す.Al-24， ~ -12は昭和27年9月9目， Cl-Ioは9月16日， Dlー闘は9月13日
に各菌株を植付げた蒸稲稗切片を talbeakerに移した交雑菌株の場合と同じく，実験に用
いた全ての単佃子嚢胞子の培養から，その形成量に多少の差はあっても子嚢慣の形成が見られ
た.叉何れの菌株でも子嚢暫中に子嚢及び子嚢胞子が形成された.
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第 2表 赤:.病菌単個子嚢胞子分離培養菌株の子要聖堂形成量
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備考 A，-A盟!f.BI -BI2. D， -D闘はトール・ピーヵーに移して4日後にCI-C聞は8日後に調牽した.
‘蒸稲藁切片をト F 月--.ピ戸カーから試験管に移して約 1 週間後に子業殻形成量置がかt~ ~員削目して
いたもの.
IV. 論 調
Tall beakerの数が少かったので.Cl-80; Al x B 2- 12• ~-so; B1 X Aト創， B2-12. C2ー 咽;C1 X 
Al-2~， B1-I2， ~.:M の各単個子嚢胞子場整菌株及び交雑精善意菌株は 5∞C.c.入縁色広口場を代
用に用いたが，子嚢殻の形成がおそく約1月経過しでもその量は極めて少かった，之は場内に
入る透過光線の量が少かった需か或け場の着色の需と思われる.光の量と子嚢殻形成量との関
係については既に報告されている例.光線の質即ち光の波長に関しては. EmF. (1935)は紫外
棋を用いても子嚢強形成を促進しないとしているが，未だ詳細句研究が行われていない.
維色広口場に入れたものも tanbeakerの都合のつき衣第"憤弐之に移して観察した単個子
嚢胞子時養菌株及び交雑婚養菌株の殆ど全部は tal1beakerに移してから3日以内に子嚢殻
を形成し始めた.殊に最初から直接 tal beakerに入れたものでは， その翌日から子嚢按を
形成し始めるのが一般的('C観察された.従って子嚢買を形成させるには緑色広口場よりも tal
. beakerの方が進かに良好であ毛.
実験の都合上. tal beaker中での子嚢設形成の有無け.数日で観察を打切り，その後は少
量の71<を入れ日本紙で覆いをした試験管に移して豹1週間後に子嚢設形成昼の増加の程度を見
た.一般に試験管中では子演按の形成はあまり良好でおかった.表中で暢印を附りたものでは
明かに子嚢殻形成量の増加が見長れたものである.
本実験だりからは，各分離埼饗及び交雑培養の各菌株の子重費形成能の比較決定は困難であ
る.
Erm: (935)は31個の子嚢胞子から72菌株の単個細胞の分離培養を行い.4例関の分生胞子か
ら同じく92菌株の分離増養を行って殆ど全部(分生胞子からの2菌株は例外〉に子獲殻，子嚢
及び子褒胞子が形成される事を観察し， G. zeaeは homothallicであるとした筆者等の本
実験でも124個刀子嚢胞子分離樗養菌株に例外なく子嚢殻，子嚢及び子褒胞子の形成が見られ，
本菌が homothallicであると云う結論を得た
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V. 摘 要
本研究は小麦赤徹病菌 G品erellazeae (Sc凪)PlITLlI (= G. Sauhinetii (MOKT.) S仰 Jの
sexualityを決定する矯に行った.異なる場所からとった4子嚢殻群から総計124個の子嚢胞
子を単個分離培養し， heterotha1icであった場合も考慮して種荷の組合せで単価子嚢胞子培
養の交雑を作って観察した.
単個子嚢胞子分離糟養菌株及び交雑場養菌株の全部に子嚢殻，子嚢及び子襲胞子の形成を見
たので， EIDF. (1935)の結果と同じく， G. zeaeは homothallicであると云う結論を得た.
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